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 防火・交通安全
 火災発生件数
(3月末日現在・右欄は前年比)

建物火災 13 件 ＋ 6

林野火災 0 件 0

車両火災 1 件 － 1

その他火災 8 件 ＋ 6

合計 22 件 ＋ 11

 交通死亡事故件数
(4月18日現在・右欄は前年比)

発生件数 0 件 －２

死亡者数 0 人 －２

 防災安全課 消防担当・交通安全担当・放射能対策室  23-5144

 4月１日現在の大崎市の人口 （単位 : 人・世帯）

地域 男 前月比 女 前月比 計 前月比 世帯数

古川 37,930 － 37 39,640 － 25 77,570 － 62 30,314

松山 3,085 － 1 3,236 － 4 6,321 － 5 2,199

三本木 4,031 － 6 4,078 ＋ 4 8,109 － 2 2,685

鹿島台 5,891 － 19 6,294 － 18 12,185 － 37 4,493

岩出山 5,551 － 22 5,862 － 16 11,413 － 38 4,233

鳴子温泉 3,088 － 17 3,453 － 9 6,541 － 26 2,825

田尻 5,613 － 42 5,800 － 20 11,413 － 62 3,580

市全体 65,189 － 144 68,363 － 88 133,552 － 232 50,329

 市政情報課統計担当　 23-5091

 空間放射線量の測定結果
（単位 : マイクロシーベルト /h）

4月18日測定
地表面

から1m

地表面

から0.5m

市役所第2駐車場 0.06 0.06

松山総合支所 0.05 0.05

三本木総合支所 0.08 0.09

鹿島台総合支所 0.05 0.05

岩出山総合支所 0.05 0.05

鳴子総合支所 0.05 0.05

田尻総合支所 0.05 0.05

　4 月１日、松山子育て支援総合施設「あおぞら園」

の開園式が行われました。

　入所する親子や地域の皆さんが見守るなか、３組

の入所児童代表の親子と伊藤市長、佐藤市議会議

長によるテープカットで開園を祝いました。

　あおぞら園は、市内4つ目の子育て支援総合施設

で、保育所と幼稚園がそれぞれに担ってきた機能を

同じ施設、同じ教室で一貫して行います。また、一時

預かり保育や子育て支援センター機能も兼ね備え、

松山地域における子育ての拠点機能を担います。

　木造平屋建ての地元産木材をふんだんに使った

あたたかみのある内装と、青空に映える5色のカラフ

ルな建物が目印です。

　「げんきな子ども」、「やさしい子ども」、「かんがえ

る子ども」を保育方針に、地域の自然環境や伝統文

化を生かしながら、家庭や地域と連携し、健康で心

豊かな子どもたちの育成を目指します。
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 今月の納税　納期限：5月31日

軽自動車税 全期 国民健康保険税 第1期

固定資産税・都市計画税 第1期 介護保険料 第1期

 納税課収納担当　23-5148

Global ly Important Agricu ltura l Heritage Systems       GIAHS  ( ジアス = 世界農業遺産 )

大崎地域を世界農業遺産へ

【問い合せ先】産業政策課

世界農業遺産推進室 

 23-2281

sangyo@city.osaki.miyagi.jp

● ●

vol . 11
里地・里山の保全と大崎耕土の恵み⑦

 「寒冷地での農業に息づく伝統野菜」

　大崎耕土では、一大品種である「ササニシキ」「ひとめぼれ」など、日本を代表

する米が育まれ、これら良質な米の味を引き立たせるような数多くの食材が生

産されてきました。特に、味噌や醤油の原料となる大豆の栽培が盛んですが、地

域には、古くから伝統的な野菜も受け継がれてきました。

　大崎地域の伝統的な野菜として、「小
こ ぜ な

瀬菜大根( 加美町)」

や「高
た か ぎ

城ごぼう( 色麻町)」、「上伊
い ば の

場野さといも( 三本木地

域)」、「鬼
おにこうべな

首菜( 鳴子温泉地域)」などがあります。いずれも栽

培されている地域の名称を冠
かん

しており、その地で栽培する

ことで独特の風味や食感を生み出すと言われています。

　加美町の小瀬菜大根は、「幻の大根」と言われています。

標高が高く寒冷であり、湧水に恵まれた小瀬地区で栽培す

ることで、みずみずしく、やわらかな葉に生育すると言わ

れています。汁の実や漬け物など、冬の食として脈々と受

け継がれてきました。

　これらの伝統野菜は、地域の気候と土壌に適応し、漬物

などの発酵食品への加工や土中保存など、厳しく長い冬の

保存食として、重要な役割を果たしてきた大切な作物で

す。

　人々の暮らしを支える伝統的な野菜の遺伝資源は、農業

者の暮らしの中で継承され、大崎耕土の豊かな食文化の要

となっており、未来へ伝えたい大崎地域の大切な宝です。

▲ 加美町で栽培される

幻の「小瀬菜大根」

▲ 大崎市三本木が特産の「上伊

場野さといも」

 テープカットで開園を祝いました　
  この春卒園した子どもたちによる、可愛らしい踊りや勇壮な
舞も披露されました　
４月からあおぞら園に入所する子どもたちも元気な歌声を
響かせました

 5 月号の主な内容


大崎地域を世界農業遺産へ Vol.11

市長コラム 天地人


あなたのチカラを必要としています！

大崎市消防団 新入団員募集


子どもたちを見守り続けた142年

思い出を胸に鹿島台第二小学校閉校


おおさきコワーキングスペース

「a l a t a 」(あらた)オープン


十年物語　～おおさき人の軌跡～
　宮城県古川農業試験場場長　永野 邦明 さん

　シナイモツゴ郷の会理事長　二宮 景喜 さん


大崎市が進める地方創生①

おおさき婚活支援センター

 市政トピックス　４月の主な出来事

 地域発！お・ら・ほ・の・ま・ち

 オオサキプレイガイド

 危険ブロック塀などの除却助成事業 ほか

 今月のお知らせ

 子育て支援情報

 育児相談・乳幼児健診

 休日当番医　ほか
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